
資

料

紹

介

「
ペ

ル

i

・
ボ
リ
ビ

ア
の
二
重
言
語

11
異
文
化
間
教
育

教
科
書
に
見
る

」
展

に

つ
い
て

青

木

芳

夫

は

じ

め

に

本
稿

の
目
的
は
、
今
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
奈
良
大
学
附
属
図
書
館
の
展
示
ホ
ー
ル
に
お

い
て
筆
者

が
開
催
し
た
展
示
会

「
ペ
ル
ー

・
ボ
リ

ビ
ア
の
二
重
言
語
11
異
文
化
間
教
育

教
科
書

に
見
る

」

展
の
記
録
を
残
す
と
と
も
に
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
に
見
ら
れ
る
先
住

民
族
お
よ
び
二
言
語
使
用
に
関
す
る
規
定
を
翻
訳

し
紹
介
す

る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、

一
章
の

「解

説
」
は
、
展
示
会

で
配
布
し
た
小
文
に
加
筆
補
正

し
た
も

の
で
あ
る
。

噸才

、紮

忍

冷
◇

獣　隅 〉

、

プ ー ノ計 画 の ポ ス タ ー 。 名 前 のKusiは ケ チ ュ ア語

で 「歓 び 」 を 意 味 す る。
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解

説

日
本
か
ら
見
れ
ば
地
球
の
反
対
側
に
あ
る
ペ
ル
ー
や
ボ
リ
ビ
ア
は
、

非
常
に
多
様
な
国

で
あ
る
。

自
然

ひ
と

つ
を
と
り
上
げ
て
も
、
半
砂
漠
の
海
岸
部
、

ア
ン
デ
ス

山
中

の
山
岳
部
、
熱
帯
雨
林
の
森
林
部
に
三
分
さ
れ
、
さ
ら
に
山
岳

部
を
例

に
と
れ
ば
、
高
度
差
に
お
う
じ
て
比
較
的
温
暖
な

ユ
ン
ガ
地

帯
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
の
ケ
チ

ュ
ア
地
帯
、
冷
涼

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

栽
培

の

ス
ニ
地
帯
、
そ
し
て
牧
畜
の
プ
ー
ナ
地
帯
な
ど
に
分
か
れ
て

い
る
。
住
民
は
と
い
え
ば
、
ス
ペ
イ

ン
に
よ
る
征
服
以
前
か
ら
の
先

住
諸
民
族
を
は
じ
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
や
ア
ジ

ア
系
の
人
々
か
ら
、

そ
し
て
混
血
系

の
人
々
か
ら
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
を

見
れ
ば
、
公
式

に
は
ほ
と
ん
ど
が
カ
ト
リ

ッ
ク
系
の
キ
リ
ス
ト
教
信

者

に
分
類
さ
れ
る
が
、

ペ
ル
ー
の
カ
ト
リ

ッ
ク
は
、
先
住
民
族
系
の

宗
教
と
混
清
し
た
こ
と
に
よ
り
、
非
常
に
多
様
化
し
、
典
型
的
な
フ
ォ
ー

ク

・
カ

ト
リ
シ
ズ
ム
と
化
し
て
い
る
。

言
語
も
ま
た
多
様
で
あ
り
、
全
国
的
な
公
用
語
と
し
て
の
ス
ペ
イ

ン
語
以
外
に
、
先
住
民
族
系
の
言
語
と
し
て
ケ
チ

ュ
ア
語
や
ア
イ

マ

ラ
語
や

ア
マ
ゾ

ン
諸
語
が
あ
る
。
と
く
に
ケ
チ

ュ
ア
語
は
、
モ
ノ
リ

ン
ガ

ル
層
だ
け
で
な
く
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
層
を
含
め
る
と
、
南

ア
メ
リ

カ
全
体
で

一
〇
〇
〇
万
人
以
上

の
人
々
に
よ

っ
て
話
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
、

こ
の
よ
う
な
多
様
性
が
積
極
的
に

教
育
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
き
た
と
は
い
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
非
識
字
率

を
と

っ
て
み
れ
ば
、
海

岸
部
と
山
岳
部
な
い
し

森
林
部
と
の
あ
い
だ
、

都
市
部
と
農
村
部

の
あ

い
だ
、
あ
る
い
は
男
性

と
女
性
と
の
あ
い
だ
に

は
、
顕
著
な
格
差
を
認

め

る
こ
と
が

で
き

る

(付
表
参
照
)。

こ
の
よ

う
な
格
差
は
、
識
字
率

に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的

な
格
差
と
相
関
し
て
い

た
。

表 ペ ルーの15才 以上 の人 ロの非識 字率(%)の 推移

年

全 国 都 市 農 村

合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女

1940 57,445,069.3 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1961 38,925,651.7 17.79,325.6 59,441,676.2

1972 27,516,738.2 11.85,917.9 50,134,066.1

1981 18.19,926.1 8.13,612.5 39,623,255.8

(出 典)AdolfoFigueroaeta1.,ExclusionSocialyDesigualdaden

elPeru,Lima,OIT,1996,p.117,Cuadro6.2よ り 作 成 。
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1

第
ー
セ
ク
シ
ョ
ン

(
は
じ
ま
り

ペ
ル
ー

・
ア
マ
ゾ

ン
実
験
教
育

)

二
重
言
語
教
育
と
は
、
公
用
語
だ
け
で
な
く
先
住
民
族
言
語
な
ど

を
も
活
用
し
て
識
字
率

の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
教
育
方
法

で
あ

る
。
ペ
ル
ー
の
場
合
、
先
住
民
族
言
語
の
活
用
は
地
方

レ
ベ
ル
で
は

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
中
央
政
府
の
支
援
を
得

て
開
始

さ
れ
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
ず

森
林
部

に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教

(
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
)
系

の
団
体

で
、
聖
書
の
普
及
を
主
目
的
に
掲
げ
る
夏
期
言
語
研
究
所
が
推
進
母

体
と
な

っ
た

(
一
九
八
九
年
終
了
)。
彼
ら
は
プ
カ
ル
パ
と

い
う
森

林
部
の
町
の
郊
外
に
本
拠
を
置
き
、
水
上
飛
行
機
な
ど
を
利
用
し
て

さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
、
森
林
部
の
先
住
民
族
の
あ
い
だ
で
展
開
し
て

い
っ
た
。
今
回
の
展
示
の
第
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

一
九
八
四
年
に

収
集
し
た
、

こ
の
プ
カ
ル
パ
周
辺
に
居
住
す
る

シ
ピ
ー
ボ
ーー
コ
ニ
ー

ボ
語
系

の
子
弟
向
け
の
テ
キ
ス
ト

(正
確
に
は
、
教
師
用
の
テ
キ
ス

ト
)
を
中
心
に
展
示
し
て
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
部

の
先
住

民
族
は
二
〇
以
上
も
の
言
語
集
団
に
分
散
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
紙
質
も
粗
悪
で
、
謄
写
版
印
刷
で
あ

っ
た
。

ま
た
、

イ
ラ
ス
ト
も
そ
れ
ほ
ど
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

な
に
よ
り
も
問
題
だ

っ
た
の
は
、
そ
の
教
育
姿
勢

に
あ
り
、
先
住
民

族

言

語

の
活

用

と

い

っ
て
も

、

ス

ペ
イ

ン
語

化

の

た
め

の
、

つ
ま

り

ス
ペ

イ

ン
語

習

得

ま

で

の
、

一
時

的

な

手

段

と

し

て
活

用

さ
れ

た
だ

け

で
あ

っ
た
。

し

た

が

っ
て
、
先

住
民

族
言

語
ご

と

に

ア
ル

フ

ァ
ベ

ッ

ト
を

考

案

す

る
場

合

に
も

、
な

る

べ
く

ス
ペ
イ

ン
語

の

ア
ル

フ

ァ
ベ

ッ

ト

に
近

づ

け

た

り
、

あ

る

い

は

ス

ペ
イ

ン
語

か

ら

の
借

用

語

を

多

用

し

た

り
し

た
。

こ

の

よ

う
な

傾

向

は
、

言

語

だ

け

に
と

ど

ま

ら

ず

、

算

数

や
社

会

の

テ
キ

ス
ト

に

つ
い

て
も

認

め

る

こ
と

が

で
き

る
。

ペ

ル

ー

の
歴

史

に

つ
い

て
も

、

日
本

人

に
も

な

じ

み
深

い

コ

ロ

ン
ブ

ス

や
ピ

サ

ロ
や

サ

ン
ーー
マ
ル

テ

ィ

ン
が

登

場

し
、

ペ

ル

ー

の

国

旗

や

国

歌

が

強

調

さ

れ

て
い

る
。

森

林

部

の
学

校

は
、

ま

た

学

校

教

師

も

先

住

民

族

出

身

と

は

い

え
、

ま

る

で
沿

岸

部

の
都

市

の
学

校

を

基

準

と

し

た

よ

う
な

、

中

央

国

家

の

シ

ョ
ー

ウ

ィ

ン
ド

ウ

で
あ

っ
た

。

2

第
H
セ
ク
シ
ョ
ン

(確
立

ペ
ル
ー

・
プ
ー
ノ
実
験
教
育

)

こ
の
よ
う
な
、

一
言
で
い
え
ば
同
化
主
義
的
な
教
育
姿
勢
は
、
筆

者
が
初
め
て
ペ
ル
ー
を
訪
問
し
た

一
九
八
四
年
当
時
に
は
、
さ
す
が

に
時
代
遅
れ
に
見
え
た
。
先
住
民
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
、
わ
ず

か
な
が
ら
も
、
す
で
に
認
あ
ら
れ
は
じ
め

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
同
化
」
は
否
定
さ
れ
、
「共
存
」
が
語
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
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じ

っ
さ
い
、

ペ
ル
ー
で
も
、
ボ
リ
ビ
ア
と
の
国
境
に
位
置
す
る
プ
ー

ノ
県
で
、
ケ
チ

ュ
ア
語
や
ア
イ
マ
ラ
語
と
い
う
先
住
民
族
言
語
を
活

用
し
た
、
新
し
い
二
重
言
語
教
育
の
実
験
が
、
旧
西
ド
イ
ッ
の
技
術

協
力
を
得

て
、
小
規
模
な
が
ら
、
進
ん
で
い
た
。

こ
れ
が
、
プ
ー
ノ

計
画
で
あ
り
、
今
回
の
展
示
で
は
第
H
セ
ク
シ
ョ
ン
に
当
た
り
、
ケ

チ

ュ
ア
語
を
母
語
と
す
る
子
弟
向
け
の
テ
キ
ス
ト

(理
科
と
社
会
に

つ
い
て
は
教
師
向
け
テ
キ

ス
ト
)
が
展
示
し
て
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

先
住
民
族
言
語
は
、
も
は
や
ス
ペ
イ
ン
語
化
の
た
め
の
補
助
言
語
で

は
な
く
、
教
授
言
語
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
と
同
等

の
役
割
が
与
え
ら

れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
ケ
チ
ュ
ア
語
や
ア
イ
マ
ラ
語
そ
れ
自
体
に
よ
っ

て
識
字
教
育
が
行
な
わ
れ
、
し
た
が
っ
て

一
年
次
か
ら
六
年
次
ま
で

の

「言
語
」

の
テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
ケ
チ

ュ
ア
語
や
ア
イ

マ
ラ
語

で
作
成

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
語

は
、

文
字
ど
お
り

「第
二
言
語
」
科
目
と
な
り
、

ス
ペ
イ
ン
語
の
テ
キ

ス
ト
に
は
、
沿

岸
部
の
都
市
的
な
風
景
と
い
う
よ
り
も
、
山
岳
部
の
農
村
的
な
風
景

か
ら
題
材
を
得
た
イ
ラ
ス
ト
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
た
中
心
人
物
の

一
人
は
、

ノ
ブ

コ
・
タ
ド
コ

ロ
と
い
う
日
系

の
ペ
ル
ー
人
画
家
で
あ
る
。
ま
た
、

二
重
言
語
11
二

重
文
化
教
育
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
言
語
に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
住
民

族

の
伝
統
的
な
文
化
や
自
然
認
識
が
再
評
価
さ
れ
、
教
育
に
も
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
プ
ー
ノ
計
画

は
、
国
際
技
術
協
力
と

し
て
は
九
〇
年
代
は
じ
あ
に
い
ち
お
う
終
了
す
る
。
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3

第

皿
セ
ク
シ
ョ
ン

(発
展

ペ
ル
ー

・
ク
ス
コ
地
方
の
現
在

)

こ
の
二
重
言
語
11
二
重
文
化
教
育
は
、
今

日
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

で
は
二
重

言
語
11
異
文
化
間
教
育
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
第
皿
セ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、

ペ
ル
ー
南
部
の
ク
ス
コ
地
方

の
農
村
で
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
ケ
チ

ュ
ア
語
の
子
弟
向
け
の
言
語
と
算
数
の
テ
キ
ス
ト
を
展
示

し
て
あ
る
。
い
ま
で
は
も
は
や
実
験
教
育
の
段
階
と
し
て
で
は
な
く
、

先
住
民
族
系
の
子
弟
が
優
勢
な
地
方

(た
と
え
ば
、
ア
ン
デ
ス
南
部

や
ア
マ
ゾ

ン
地
方
)
の
農
村

の
学
校

で
は
正
式
の
教
育
課
程
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
、

一
九
九
九
年
度
の
在

外
研
修

で
ク
ス
コ
県
ウ
ル
バ
ン
バ
郡

ユ
カ
イ
地
区
の
ユ
カ
イ
町
で
生

活
し
て
い
た
と
き
に
、
町
か
ら
峠
を

一
つ
越
え
た
と
こ
ろ
に
サ
ン
ー

フ
ア
ン
村
と
い
う
寒
村
が
あ
り
、
そ
こ
の
小
学
校
の
先
生
か
ら
分
け

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
二
重
言
語
教
育

に
関
す
る
法
令
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
「
第
二

言
語
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
」
の
テ
キ
ス
ト
も
必
要
な
は
ず
だ
が
、

サ
ン
ーー
フ
ア
ン
村
の
学
校
に
は
新
し
い
ス
ペ
イ
ン
語

の
教
科
書

が
送

ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
ま
だ
な
い
。
だ
か
ら
、
仕
方
な
く
、

ス
ペ
イ

ン
語
の
古
い
教
科
書
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
こ

の
僻
地

の
学
校
は
四
年
次
ま
で
し
か
な
い
の
で
、
五
年
次

に
な
る
と

ユ
カ
イ
町

(た
だ
し
、
「
町
」
と
い

っ
て
も
私
た
ち
日
本
人

の
目

に

は
農
村
に
し
か
映
ら
な
い
。)
の
学
校

に
編

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
町
の
学
校
で
は
い
ま
も
ス
ペ
イ

ン
語
で
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
写
真
は
、
そ
の
町
の
学
校
の
六
年
次
の
生
徒
が
交
歓
の
た
め
に

サ
ン
ー
フ
ア
ン
村

の
学
校
を
訪
問
し
た
と
き

の
も
の
で
あ
る
。
教
育

の
現
場
で
は
、
克
服
す
べ
き
問
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
あ
る
。

.
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サ ンeフ ア ン村 の全 景(1994年 当 時。 撮 影F・P)
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サ ン=フア ン小学校 の給食風景(撮 影M・P)
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第

W
セ
ク
シ

ョ
ン

(発
展

ボ
リ
ビ
ア
の
現
在

)

第
W
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ペ
ル
ー
の
隣
国

で
あ
る
ボ
リ
ビ
ア
の
二

重
言
語
-ー
異
文
化
間
教
育

の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
展
示
し
て
あ
る
。

一
九
九
九
年
度

の
研
修
で
は
ペ
ル
ー
の
プ
ー
ノ
地
方
を
訪
問
で
き
な

か

っ
た
が
、
プ
ー
ノ
計
画
で
発
展
を
み
た
そ
の
手
法
と
人
材
お
よ
び

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
ボ
リ
ビ
ア
の
山
岳
部

に
あ
る

コ
チ
ャ
バ
ン
バ
と

い
う
と

こ
ろ
の
P
R
O
E
I
B

(二
重
言
語
11
異
文
化
間
教
育
養
成

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
)
と
い
う
機
関
に
受
け
継
が
れ
、
い
ま
や
南

ア
メ
リ

カ
諸
国
全
体
に
普
及
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
科
書

で

見
る
か
ぎ
り
、
二
重
言
語
11
異
文
化
間
教
育

の

一
つ
の
理
想
型
を
今

日
の
ボ

リ
ビ
ア
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
ボ
リ
ビ
ア
で

は
、
ス
ペ
イ

ン
語
以
外
に
ケ
チ
ュ
ア
語
と
ア
イ
マ
ラ
語
と
グ
ア
ラ
ニ
ー

語
が
公
用
語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
四

つ
の

公
用
語
ご
と
に
、
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
、
言
語
と
算
数

の
テ

キ

ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
現
在
で
は
三
年
次
ま
で

の
テ
キ

ス
ト
が
完
成
し
て
お
り

(
一
～
八
号
)、
以
後
、
四
年
次
用
、

五
年
次
用

の
順

で
作
成

さ
れ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
理
科

(生
活
科
学
)
の
テ
キ
ス
ト
も
作
成
中
、
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

ス

ペ
イ
ン
語

以
外

の
言
語
を
母
語
と
す
る
子
弟
は
、
二
年
次
か
ら
母
語

に
よ
る

テ
キ
ス
ト
以
外
に
ス
ペ
イ
ン
語
の

「言
語
」

の
テ
キ
ス
ト
を

も
学
習
す
る
と
い
う
説
明
を
受
け
た
が
、

ペ
ル
ー
の
サ
ン
u
フ
ア
ン

村
と
同
様

に
、

ス
ペ
イ
ン
語
の
テ
キ
ス
ト
の
届
か
な
い
学
校
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
数
年
前
か
ら

「民
営
化
」
や

「人

民
参
加
」
(と
い
う
名
の
地
方
分
権
化
)、
「
福
祉
改
革
」
と
並
ん
で

「
教
育
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
重
言
語
11
異
文
化
間
教
育
も

ま
た
そ
の
柱

の

一
つ
だ
が
、
そ
の
他

の
柱
に
は
銀
行
預
金
型
教
育
か

ら
創
造
型
教
育

へ
と
い
う
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
識
字
教
育
家

の
パ
ウ
ロ
・

フ
レ
イ
レ
流
の
教
育
理
念
上

の
改
革
、
大
学
区
制
か
ら
小
学
区
制

へ

と
い
う
学
区
の
再
編
成
な
ど
が
あ
り
、
非
常

に
大
々
的
な
教
育
改
革

に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
教
育

の
現
場

に
は
混
乱
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
子
弟
向
け
の
テ
キ
ス
ト
に
も
ケ
チ
ュ

ア
語
や
ア
イ

マ
ラ
語
系
の
文
化
圏
か
ら
得
た
題
材
や
イ
ラ
ス
ト
が
大

胆
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
も
と
も
と
ペ
ル
ー
の
プ
ー
ノ
計
画

で
復

元

・
活
用
さ
れ
た

「
ユ
パ
ー
ナ
」
と
い
う
イ

ン
カ
式
そ
ろ
ば
ん
が
、

ケ
チ

ュ
ア
語
や
ア
イ
マ
ラ
語
系
の
子
弟
向
け
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

ス
ペ
イ
ン
語
や
グ
ア
ラ
ニ
ー
語
系
の
子
弟
向
け
に
も
算
数
の
補
助
教

材
と
し
て
活
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
点
は
、
積
極
的
に
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
、
「共
存
」
の
時
代
か

ら
、
さ
ら
に

「共
生
」

の
時
代

へ
と
、
二
重
言
語
教
育
も
移
行
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
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5

第

V

セ
ク

シ

ョ
ン

(絵

本

と

民

族

衣

装

)

第

V

セ

ク

シ

ョ
ン

で
は
、

ペ

ル

ー

の
民

族

衣

装

と

、

ペ

ル
ー

・
ボ

リ

ビ

ア

・
エ
ク

ア
ド

ル

の
絵

本

な

ど

を

展

示

し

て
あ

る

。

「
異

文

化

間

教

育

」

は

イ

ン
タ

ー

カ

ル
チ

ュ
ラ

ル

・
エ
デ

ュ
ケ

ー

シ

ョ

ン
の
訳

語

だ

が

、

こ

の

「
イ

ン
タ

ー

カ

ル
チ

ュ
ラ

ル
」

の
意
味

に

つ
い

て
は
、

ボ

リ

ビ

ア

で
見

た

一
枚

の
ポ

ス
タ

ー

の
標

語

が

忘

れ

ら

れ

な

い
。

そ

の

ポ

ス

タ

ー

に

は
、

民

族

衣

装

を
着

る

こ
と

が

イ

ン
タ

ー

カ

ル
チ

ュ

ラ

ル
と

い
う

こ
と

で
は

な

い
、

相

互

の
文

化

を

尊

重

し

あ

う

こ

と

が

イ

ン
タ

ー

カ

ル

チ

ュ
ラ

ル
だ
、

と
書

い

て
あ

っ
た
。

そ

の
と

お
り

だ
、

と

思

う

。

と

同

時

に
、

風

雪

に
耐

え
、

実

用

に
供

さ

れ

て
き

た
民

族

衣

装

は

、

美

し

い
、

と

も

思

う
。

絵

本

の

い
く

つ
か

は
、

先

住

民

族

言

語

で
も

書

か

れ

て
い

る
。

ま

た
、

筆

者

が

妻

の

ア

ン

ヘ
リ

カ

・
パ

ロ
ミ

ー

ノ

の
協

力

を

得

て
日
本

語

に
翻

訳

し

た

も

の
も

展

示

し

て
あ

る

。な

お

、

ペ

ル

ー

の

二
重

言

語
教

育

に

つ
い

て
興

味

を

感

じ

ら

れ

た

　ユ
　

な
ら
、
筆
者
の
別
稿
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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Castellanoaudio-oralNo.1:Guiaparalaensen`anzadel

CastellanoComosegundoidioma,Peru,Ministeriode

Education/EducationBilinguedelaSelva,1983.

Pepe,elTravieso:LibrodeLecturayEscrituraNo.2,

CastellanoComosegundoidioma,Peru,Ministeriode

Education/EducationBilinguedelaSelva,1983.

ManualdePedagogicparesprofesoresbilingicesdela
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/lnstitutoLingiiisticodeVerano,1983.

NonMaiNo1:GuiaDidacticadeCienciasSociales

SHIPIBO-CONIBO,Peru,MinisteriodeEducation/

EducacionBilinguedelaSelva,1982.

Quirica8:LibrodeLecturaNo.8SHIPIBO-CONIBO,

Peru,MinisteriodeEducation/EducationBilinguede

laSelva,1982.

Quirica9:LibrodeLecturaNo.9SHIPIBO-CONIBO,

Peru,MinisteriodeEducation/EducationBilingiiede

laSelva,1979.
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tresIncas,Pucallpa,MinisteriodeEducation/lnstituto

LinguisticodeVerano,1979.
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Verano,1977.
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MinisteriodeEducacion/InstitutoLinguisticode

Verano,1981.

MildredL.Larsonetal.,EducationBilingice:UnaEx-
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Pastor,1979.
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1980.
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InvestigationyPromotionAmazonica,1984.

Losmashcos:HijosdelHuanamei,Lima,Secretariado

deMisionesDominicanasdelPeru,1979.

Losgiros:Hijosdedioses,Lima,Secretariadode

MisionesDominicanasdelPeru,1970.
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Palabritas:TextodeiniciacionenelCastellanoComo

segundalenguaParaelprimergradodeeducation

primariabilingice,Lima-Puno,MinisteriodeEduca-

cion,1983.
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号

一
〇。
9

お

。。
α
●

(
日
本

語

版

「
呪

術

師

と

悪

魔

」

『
資

料

ラ

テ

ン

ア

メ

リ

カ
』

特

集

シ
リ

ー

ズ
、

第

一
四
口亙

一
九
九

四
年

)

ミ

8

ミ

o
、
魯

貯

竃

ヨ

き
§

ミ

ト
遷

§

魯

9

N含

§

p

の
巳
け
ρ

臣

●

創
巴

OQ
o
一
』

Φ
。。
α
・

(
日
本

語

版

「
泉

の

コ

ン
ド

ル
」

『
資

料

ラ

テ

ン

ア

メ
リ

カ

』

特

集

シ

リ

ー
ズ

、

第

四
号

、

一
九

八

八

年

)

ミ

≦

魯
o

魯

N
。
ミ
、
。
、
卜
趣

§

§

9

ぎ

識

9

§

鮮
p

の
巳
け
ρ

臣

●

α
①
一
〇。
○
飼

お
Φ
P

(
日
本

語
版

「
山

の
老

人

」

『
資

料

ラ

テ

ン

ア

メ

リ

カ
』

特

集

シ

リ

ー
ズ

、

第

一
五

号

、

一
九

九

五

年

)

騨

鶏

受

災

Q
粛
§

壁

卜
遷

§

§

留

§

、

G
g
§

琳
p

の
巳
け
ρ

臣

●

α
①
}
。。
○
一
レ
㊤
お

●

(
日
本

語

版

「
エ

ッ
ツ

ァ
と

巨

人

」

『
資

料

ラ

テ

ン
ア

メ

リ

カ
』

特

集

シ

リ

ー
ズ

、

第

五

号

、

一
九

八

八

年

)

三

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
憲
法

に
見
る

先
住
民
族
言
語
お
よ
び

一
一言
語
使

用

最
初

に
、
先
住
民
族
言
語
お
よ
び
二
言
語
使
用
に
関
す
る
国
際
法

上

の
規
定
を
紹
介
す
る
。

国
際
労
働
機
関

(
I
L
O
)
は
、

一
九
五
七
年
に
第

一
〇
七
号
条

約

(独
立

国
に
お
け
る
先
住
民
な
ら
び
に
他
の
種
族
民
お
よ
び
半
種

族
民
の
保

護
お
よ
び
統
合
に
関
す
る
条
約
)
を
採
択
し
た
。
こ
の
条

約

を
批

准

し

た

の

は

二
七

力
国

に

の
ぼ

り

、

ラ

テ

ン

ア

メ

リ
カ

諸

国

の
中

で
は

ア

ル
ゼ

ン

チ

ン
、

ボ

リ

ビ

ア
、

ブ

ラ
ジ

ル
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
、

コ

ス
タ

リ

カ
、

キ

ュ
ー

バ
、

ド

ミ

ニ
カ

共

和

国

、

エ
ク

ア

ド

ル
、

エ

ル
サ

ル
バ

ド

ル
、

ハ
イ

チ
、

メ
キ

シ

コ
、

パ

ナ

マ
、

パ

ラ
グ

ア
イ
、

　
　

　

ペ

ル
ー

の
計

一
四

力
国

が

批

准

し

た
。

同

条

約

は
、

以

下

の
と

お

　ヨ
　

り
規
定
し
て
い
た
。

コ

当
該
人
民
に
帰
属
す
る
児
童
は
、
彼
ら
自
身

の
母
語
に
よ

り
、
こ
れ
が
実
行
不
可
能
な
場
合
に
は
、
そ
の
属
す
る
集
団
に
よ
っ

て
最
も
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
言
語

で
、
読
み
書
き
を
教
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

母
語
も
し
く
は
土
着
言
語
か
ら
国
家
語
な
い
し
国
の
公
用

語
の

一
つ
へ
の
漸
進
的
な
移
行
の
た
め
の
規
定
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三

母
語
も
し
く
は
土
着
言
語
を
保
持
す
る
た
め
に
、
適
当
な

方
策
が
、
出
来
る
か
ぎ
り
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(第
二

三
条
)

一
九
五
七
年
の
条
約
は
、
母
語
の
使
用
を
認
め
な
が
ら
も
、
国
家

語
な
い
し
公
用
語

へ
の
漸
進
的
な
移
行
を
明
記
し
た
よ
う
に
、
同
化

主
義
的
な
傾
向
を
残
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
ア
ル
ゼ

ン

チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、

コ
ス
タ
リ
カ
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
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メ
キ

シ

コ
、

パ

ラ
グ

ア
イ
、

ペ

ル

ー

の
計

八

力
国

は
、

同

条

約

を

破

　　
　

棄

し

て

い

る
。

ま

た
、

I

L

O

は

、

同

化

主

義

的

傾

向

を

解

消

す

る

べ
く

、

一
九

八

九

年

に

同
条

約

を

改

訂

し

、

第

一
六

九

号

条

約

(独

立

国

に
お

け

る
先

住

民

お

よ

び

種

族

民

に
関

す

る
条

約

)

を

採

択

し

た

。

第

一
六

九

号

条

約

を
批

准

し

た

の

は

一
四

力
国

で
、

う

ち

一
〇

力
国

が

ラ

テ

ン

ア

メ
リ

カ

諸

国

で
あ

る

。

具

体

的

に

は
、

ア

ル
ゼ

ン

チ

ン
、

ボ

リ

ビ

ア
、

コ

ロ
ン
ビ

ア
、

コ

ス
タ

リ

カ
、

エ
ク

ア
ド

ル
、

グ

ア

テ

マ
ラ
、

ホ

ン
デ

ュ
ラ

ス
、

メ
キ

シ

コ
、

パ

ラ
グ

ア
イ
、

ペ
ル

ー

　　
　

の
国
々

で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
と
関
連
す
る
規
定
は
、
以
下

の
と
お

　　
　

り
で
あ
る
。

コ

当
該
人
民
に
属
す
る
児
童
は
、
実
行
可
能
な
場
合
は
、
か

れ
ら
自
身

の
先
住
民
語
又
は
そ
の
属
す
る
集
団

に
よ

っ
て
最
も
ひ

ろ
く
用

い
ら
れ
て
い
る
言
語
で
読
み
書
き
を
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
こ
れ
が
実
行
不
可
能
な
場
合

に
は
、
権
限
の
あ
る
当

局
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
措
置
の
採
用
の
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
人
民
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

こ
れ
ら
の
人
民
が
国
語
又
は
国
の
公
用
語
の

一
つ
を
流
暢

に
話
す

こ
と
の
で
き
る
機
会
を
も

つ
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
適

当
な
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

当
該
人
民
の
先
住
民
語
の
開
発
と
実
行
を
維
持
し
促
進
す

る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
(第
二
八
条
)

ま
た
、
日
本
を
含
む
世
界
中

の
大
半
の
国

々
が
締
結
し
て
い
る

「子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
中
に
も
、
以
下

の
よ
う
な
表
現
が
見
ら

　　
　

れ
る
。「民

族
上
、
宗
教
上
も
し
く
は
言
語
上
の
少
数
者
、
ま
た
は
先
住

民
が
存
在
す
る
国
に
お
い
て
は
、
当
該
少
数
者
ま
た
は
先
住
民
に

属
す
る
子
ど
も
は
、
自
己
の
集
団
の
他
の
構
成
員
と
と
も
に
、
自

己
の
文
化
を
享
受
し
、
自
己
の
宗
教
を
信
仰
し
か

つ
実
践
し
、
ま

た
は
自
己
の
言
語
を
使
用
す
る
権
利
を
否
定
さ
れ
な
い
。」
(第
三

〇
条
)

I
L
O
条
約
や
子
ど
も
の
権
利
条
約
な
ど
、
国
際
的
な
条
約
の
批

准

・
締
結
だ
け
で
な
く
、
今
日
で
は
、
憲
法
を
は
じ
め
と
し
て
国
内

法
に
お
い
て
先
住
民
族
言
語
や
二
言
語
使
用
を
規
定
し
て
い
る
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
第

一
六
九

号
条
約

の
よ
う
な
国
際
条
約
の
批
准
諸
国
は
、
も
ち
ろ
ん
国
内
法
の

整
備
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　　
　

以
下

で
は
、
憲
法
上
の
規
定
を
取
り
上
げ
、
試
み
に
翻
訳
し
た
。

な
お
、
参
考

の
た
め
に
、

一
九
九
四
年
こ
ろ
の
各
国
の
先
住
民
族
の

　　
　

人
口
と
総
人
口
に
占
め
る
百
分
比
を
並
記
し
た
。
ま
た
、
憲
法
に
は

あ
　

規
定
が
な
く
て
も
、
た
と
え
ば
チ
リ
の
よ
う
に
、
同
様
の
趣
旨
の
国
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内
法
を
有
す
る
国
も
あ
る
。

ー

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

(
一
九
九
四
年
憲
法
。

約
三
七
万
三
〇
〇
〇
人
、

一
・
一
〇
%
)

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
先
住
民
族

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
、
文
化
的
な
先
住

性
を
承
認
す
る
こ
と
。
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
尊

重
、
な
ら
び
に
二
重
言
語
11
異
文
化
間
教
育

に
対
す
る
権
利
を
保

証
す

る
こ
と
。
彼
ら
の
共
同
体
の
法
的
人
格
、
な
ら
び
に
伝
統
的

に
占
有
し
て
き
た
土
地

の
共
同
的
保
有
お
よ
び
所
有
を
承
認
す
る

こ
と
。
お
よ
び
人
間
的
発
展
の
た
め
に
十
分
か

つ
適
切
な
土
地

の

引
渡

し
を
調
整
す
る
こ
と
。

そ
れ
ら
の
土
地
は
譲
渡
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
抵
当
や
差
押
え
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
。
彼
ら

の
自
然
資
源
や
、
そ
の
他
、
彼
ら
の
利
害
に
関
係
す
る
交
渉

へ
の

彼
ら
の
参
加
を
保
証
す
る
こ
と

[は
、
議
会

の
権
能

で
あ
る
。
]

(後
略
)」
(第
七
五
条

一
七
項
)

2

ボ
リ
ビ

ア

(
一
九
六
七
年
憲
法
、

一
九
九
四
年
改
正
。

約
四

一
四
万
二
〇
〇
〇
人
、
五
〇

・
五

一
%
)

「単

一
の
共
和
国
に
組
織
さ
れ
た
、
自
由

・
独
立

・
自
主
の
ボ
リ

ビ
ア
は
、
政
体
と
し
て
代
表
民
主
制
を
採
用
す
る
。
ボ
リ
ビ
ア
は
、

ボ
リ
ビ
ア
人
全
員
の
団
結
と
連
帯
に
基
づ
き
、
多
民
族

・
複
数
文

化
の
国
で
あ
る
。」
(第

一
条
)

「
国
家
領
内
に
居
住
す
る
先
住
民
族
の
社
会
経
済
的
、
文
化
的
な

諸
権
利
は
、
特
に
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
価
値
、
言
語
、

慣
習
お
よ
び
制
度
に
関
す
る
諸
権
利
は
、
法
律
の
枠
内
に
お
い
て

保
証
、
尊
重
、
保
護
さ
れ
る
。
国
家
は
、
法
律
に
従

っ
て
、
ア
ン

デ
ス
農
民
共
同
体
な
ら
び
に
農
民
組
合
お
よ
び
協
同
組
合
の
法
的

人
格
を
承
認
す
る
。
(後
略
)
」
(第

一
七

一
条
)

　
ロ
　

3

ブ
ラ
ジ
ル

(
一
九
八
八
年
憲
法
、

一
九
九
六
年
改
正
。

約
二
五
万
四
〇
〇
〇
人
。
○

・
一
六
%
)

「普
通
初
等
教
育
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、

イ

ン
デ
ィ
オ
共
同
体
に
は
土
着
語
の
使
用
、
な
ら
び
に
独
自
の
学

習
課
程
の
使
用
も
ま
た
保
証
さ
れ
る
。」

(第
二

一
〇
条
第
二
節
)

「
イ
ン
デ
ィ
オ
に
対
し
社
会
組
織
、
慣
習
、
言
語
、
信
仰
及
び
伝

統
並
び
に
伝
統
的
に
占
拠
す
る
土
地
に
関
す
る
始
原
的
な
権
利
を

認
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
土
地
の
境
界
を
設
定
し
、
そ
の
す
べ
て

の
財
産
を
保
護
し
及
び

こ
れ
ら
を
尊
重
す

る
こ
と
を
連
邦
の
権
限

と
す
る
。
(後
略
)」
(第
ニ
ゴ
=

条
)
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4

コ
ロ
ン
ビ
ア

(
一
九
九

一
年
憲
法
、

一
九
九
七
年
改
正
。

約
六
二
万
人
、

一
・
七
四
%
)

「
コ

ロ
ン
ビ
ア
は
社
会
的
法
治
国
家

で
あ
り
、
単

一
の
共
和
政
体

に
組
織

さ
れ
、
各
地
方
団
体
が
自
律
性
を
有
す
る
、
分
権
的
で
、

民
主
的

・
参
加
的

・
多
元
主
義
的
な
国

で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳

へ

の
尊
重
、
国
を
構
成
す
る
人
々
の
勤
勉
と
連
帯
、
な
ら
び
に
全
体

利
益

の
優
先

に
基
礎
を
置
く
。」
(第

一
条
)

「国
家

は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
国
民
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
、
文
化
的
な
多

様
性
を

承
認
し
保
護
す
る
。」
(第
七
条
)

「
ス
ペ
イ
ン
語
が

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
公
用
言
語

で
あ
る
。

エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団

の
言
語
な
ら
び
に
方
言
も
ま
た
各
地
方

で
は
公
用
語
と
な

る
。
独
自

の
言
語
伝
統
の
た
め
に
共
同
体
に
お
い
て
付
与
さ
れ
る

教
育

は
、
二
言
語
併
用
と
な
る
。
」
(第

一
〇
条
)

条
)「文

化
は
、
人
民
の
世
襲
財
産
で
あ
り
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
本
質
的
な
要
素
を
な
す
。
国
家
は
、
文
化

・
創
造

・
美
術

・

科
学
的
研
究
を
推
進
し
奨
励
す
る
。
国
家

は
、
物
理
的

・
非
物
理

的
な
文
化
遺
産
、
芸
術
的

・
歴
史
的

・
言
語
的

・
考
古
学
的
な
国

民
的
富
、
な
ら
び
に
複
数
文
化
的

・
多
民
族
的
な
国
民
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
多
様
な
表
現
及
び
価
値
全
体
に
対
す
る

尊
重

・
保
護

・
復
元

・
保
存
の
た
め
の
恒
久
的
な
政
策
を
確
立
す

る
。」
(第
六
二
条
)

「国
家
は
、
二
重
言
語
11
異
文
化
間
教
育

シ
ス
テ
ム
を
保
証
す
る
。

そ
こ
に
お
い
て
は
、
主
要
言
語
と
し
て
は
各
文
化
の
言
語
が
使
用

さ
れ
、

ス
ペ
イ
ン
語
は
異
文
化
間
関
係
言
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。」

(第
六
九
条
)
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5

エ
ク
ア
ド
ル

(
一
九
九
八
年
憲
法
。

約
二
六
三
万
四
〇
〇
〇
人
、
二
四

・
八
五
%
)

「
エ
ク
ア
ド
ル
は
、
自
主

・
単

一
・
独
立
の
、
民
主
的

・
複
数
文

化
的

・
多
民
族
的
な
、
社
会
的
法
治
国
家
で
あ
る
。
そ
の
政
体
は
、

共
和
制
、
大
統
領
制
、
選
挙
制
、
代
表
制
、
責
任
体
制
、
オ
ル
タ
ー

ナ
テ

ィ
ヴ
制
、
参
加
制
な
ら
び
に
地
方
分
権
制
で
あ
る
。
」
(第

一

6

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

(
一
九
八
二
年
憲
法
。

約
八
万
八
〇
〇
〇
人
、

一
・
六
九
%
)

「
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
公
用
語
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。
政
府

は
、
そ
の
保
存
お
よ
び
教
育
の
た
め
に
留
意
す
る
義
務
が
あ
る
。

国
家
領
内
で
話
さ
れ
て
い
る
土
着
諸
言
語
は
、
文
化
遺
産
の

一

部
を
形
成
し
て
お
り
、
保
持

・
普
及
お
よ
び
尊
重
の
対
象
で
あ
る
。」



(第
六

二
条
)

7

グ
ア
テ
マ
ラ

(
一
九
八
五
年
憲
法
。

約
四
九
四
万
六
〇
〇
〇
人
、
四
八

・
〇

一
%
)

「
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。
自
ら
の
価
値

・
言
語
お
よ
び
慣

習
に
応
じ
た
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
人
々
な
ら
び

に
共
同
体

の
権
利
が
承
認
さ
れ
る
。」
(第
五
八
条
)

「
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
対
す
る
保
護
。
グ
ア
テ
マ
ラ
は
、

マ
ヤ
系

の
先
住
民
族
集
団
を
中
心
と
す
る
多
様
な

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
よ

っ

て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
国
家
は
、
彼
ら
の
生
活
形
態
、
慣
習
、
伝

統
、
社
会
組
織
形
態
、
男
性
用

・
女
性
用
の
先
住
民
族
衣
装
の
着

用
、

な
ら
び
に
言
語
お
よ
び
方
言
を
承
認
し
、
尊
重
し
、
そ
し
て

推
進

す
る
。」
(第
六
六
条
)

「
公
用
語
。
グ
ア
テ
マ
ラ
の
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。
土

着
諸

語
は
国
民
の
文
化
遺
産
の

一
部
を
形
成
す
る
。」
(第

一
四
三

条
)

　
ほ
　

8

グ
ア
テ
マ
ラ

(
一
九
九
八
年
憲
法
改
正
案
)

「
(前

略
)
グ
ア
テ
マ
ラ
国
民
は
、
単

一
に
し

て
連
帯
す
る
。
統

一
と
領
土
保
全

の
中
に
お
い
て
複
数
文
化

・
多
民
族

・
多
言
語
の

国
民

で
あ
る
。
」
(第

一
条
改
正
案
)

「先
住
民
族

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
お
よ
び
精
神
性
。
国
家
は
、

マ
ヤ

・
ガ
リ
フ
ナ

・
シ
ン
カ
諸
民
族

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対

す
る
権
利
、
生
活
形
態
、
社
会
組
織
、
慣
習

・
伝
統
、
男
性
用

・

女
性
用
の
先
住
民
族
衣
装
の
着
用
、
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
性
の
形
態
、

言
語

・
方
言
、
そ
れ
ら
を
子
孫
に
伝
承
す
る
権
利
を
承
認
し
、
尊

重
し
、
そ
し
て
保
護
す
る
。
(後
略
)
」
(
第
六
六
条
改
正
案
)

9

ハ
イ
チ

(
一
九
八
七
年
憲
法
)

　ぼ
　

「
す

べ

て

の

ハ
イ

チ
人

は
、

共

通

言
語

で
あ

る

ク

レ
オ

ー

ル
語

に

よ

っ
て
結

合

さ

れ

て

い

る
。

ク

レ
オ

ー

ル
語

と

フ
ラ

ン
ス
語

が

土
ハ

和

国

の
公

用

語

で
あ

る
。
」

(
第

五

条

)

10

メ
キ
シ
コ

(
一
九
九
二
年
憲
法
。

約
八
七
〇
万
二
〇
〇
〇
人
、
九

・
四
七
%
)

「
メ
キ
シ
コ
国
民
は
、
先
住
民
族

に
始
原
的

に
支
え
ら
れ
、
複
数

文
化
的
構
成
を
有
す
る
。
法
律
は
、
彼
ら
の
言
語

・
文
化

・
習
俗

・

慣
習

・
資
源
お
よ
び
特
有
の
社
会
組
織
形
態
を
保
護
し
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
家
の
管
轄
権
に
対
す
る
実
効
的
な
ア
ク
セ
ス
権
を

そ
の
構
成
員
に
保
証
す
る
。
(後
略
)
」
(第
四
条
)
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1ー

ニ
カ
ラ
グ
ア

(
一
九
八
七
年
憲
法
。

約
三
二
万
七
〇
〇
〇
人
、
七

・
五
九
%
)

「
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
民
の
原
則
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
自
由
、

正
義
、
人
間
的
尊
厳

の
尊
重
、
政
治
的

・
社
会
的

・
エ
ス
ニ
ッ
ク

的
な
多
元
主
義
、
多
様
な
所
有
形
態
の
承
認
、
自
由
な
国
際
協
同
、

な
ら
び
に
諸
人
民
に
よ
る
自
由
な
自
己
決
定

に
対
す
る
尊
重
。
」

(第
五
条
)

「
ス
ペ
イ
ン
語
は
国
家

の
公
用
語
で
あ
る
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
大
西
洋

沿
岸
部
共
同
体
の
諸
言
語
も
ま
た
、
法
の
規
定
す
る
事
例
に
お
い

て
公
用
に
供
さ
れ
る
。
」
(第

=

条
)

「大
西
洋
沿
岸
部
共
同
体
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
の
不
可
分
の

一

部
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
同

一
の
権
利
を
享
有
し
、
同

一
の
義
務

を
有
す
る
。
大
西
洋
沿
岸
部
共
同
体
は
、
国
民
的
統

一
の
中
で
自

ら
の
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
、

固
有

の
社
会
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
自
ら
の
伝
統
に

し
た
が

っ
て
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
を
運
営
す
る
こ
と
と
い
う
権
利
を

有
す

る
。
国
家
は
、
大
西
洋
沿
岸
部
共
同
体
の
土
地
共
有
形
態
を

承
認
す
る
。
同
様
に
、
共
有
地

の
森
林

・
水
資
源
の
享
受

・
利
用

お
よ
び
享
有
を
承
認
す
る
。
」
(第
八
九
条
)

「
大
西
洋
沿
岸
部
共
同
体
は
、
自
ら
の
言
語

・
美
術

・
文
化
を
自

由
に
表
現
な
ら
び
に
保
持
す
る
権
利
を
有
す
る
。
彼
ら
の
文
化
な

ら
び
に
価
値
の
発
展
は
、
国
民
文
化
を
豊
か
に
す
る
。
国
家
は
、

こ
れ
ら
の
権
利
の
行
使
の
た
め
の
特
別
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
創
出
す

る
。」
(第
九
〇
条
)

12

パ
ナ

マ

(
一
九
七
二
年
憲
法
、

一
九
九
四
年
改
正
。

約

一
九
万
五
〇
〇
〇
人
、
七

・
七
八
%
)

「
ス
ペ
イ
ン
語
は
、
共
和
国
の
公
用
語
で
あ
る
。
」
(第
七
条
)

「
先
住
諸
言
語
は
、
特
別
の
研
究

・
保
存

お
よ
び
普
及
の
対
象

で

あ
り
、
国
家
は
、
先
住
民
族
共
同
体

に
お
い
て
は
二
重
言
語
に
よ

る
識
字
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
。
」

(第
八
四
条
)

13

パ
ラ
グ
ア
イ

(
一
九
九
三
年
憲
法
。

約
九
万
四
〇
〇
〇
人
、

一
・
九
六
%
)

「
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
は
、
恒
久
的
に
自
由
か

つ
独
立
で
あ
る
。

単

一
不
可
分
に
し
て
分
権
的
な
、
社
会
的
法
治
国
家
を
構
成
す
る

(中
略
)。
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
は
、
政
体
と
し
て
、
人
間
の
尊
厳

に
対
す
る
承
認
に
基
づ
き
、
参
加
的

・
多
元
的
な
代
表
制
民
主
主

義
を
採
用
す
る
。
」
(第

一
条
)

「
こ
の
憲
法
は
、
パ
ラ
グ

ア
イ
国
家
の
形
成
お
よ
び
組
織
化
以
前
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の
文
化
集
団
と
し
て
定
義
さ
れ
る
先
住
民
族
の
存
在
を
承
認
す
る
。」

(第
六

二
条
)

「国
家

は
、
特

に
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
と
の
関
連

に
お
い
て
先
住
民

族
の
文
化
的
特
質
を
尊
重
す
る
。
そ
の
う
え
、
人
口
の
減
少
、
居

住
地

の
掠
奪
、
環
境
の
汚
染
、
経
済
的
搾
取
お
よ
び
文
化
的
疎
外

か
ら

の
防
衛
に
対
処
す
る
。」
(第
六
六
条
)

「
パ
ラ
グ

ア
イ
は
複
数
文
化
11
二
重
言
語
の
国

で
あ

る
。
公
用
語

は
ス
ペ
イ
ン
語
と
グ
ア
ラ
ニ
ー
語
で
あ
る
。
法
律
は
、
両
者

の
利

用
形
態
を
規
定
す
る
。
先
住
民
族
言
語
は
、
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

言
語
と
同
じ
く
、
国
民
の
文
化
遺
産
の

一
部
を
形
成
す
る
。
」
(第

一
四
〇
条
)

　け
　

14

ペ
ル
ー

(
一
九
九
三
年
憲
法
。

約
八
七
九
万
三
〇
〇
〇
人
、
三
八

・
三
九
%
)

「
[す

べ
て
の
人
は
、
以
下
の
権
莉

を
有
す
る
。]
自
ら
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
的

.
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。
国
家
は
、
国
民
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
的

・
文
化
的
な
多
元
性
を
承
認
し
保
護
す
る
。」
(第
二
条

第

一
九

項
)

「
(前
略
)
国
家
は
、
非
識
字
を
撲
滅
す
る
。
同
様
に
、
各
ゾ

ー

ン
の
特
徴

に
応
じ
て
、
二
重
言
語
-ー
異
文
化
間
教
育
を
奨
励
す
る
。

国
の
文
化
的

・
言
語
的
な
多
様
な
表
現
を
保
持
す
る
。
国
民
統
合

を
推
進
す
る
。
」
(第

一
七
条
)

「公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
り
、
優
勢

な
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
は
、

法
律
に
し
た
が

っ
て
、
ケ
チ

ュ
ア
語
、

ア
イ
マ
ラ
語
、
そ
の
他
の

先
住
民
言
語
も
ま
た
公
用
語
と
な
る
。
」
(第
四
八
条
)

15

ベ
ネ
ズ

エ
ラ

(
一
九
九
九
年
憲
法
。

約
三

一
万
六
〇
〇
〇
人
、

一
・
四
八
%
)

「
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
人
民
は
、
自
ら
の
創
造
力
を
行
使
し
、
主
の
ご
加

護
を
祈
願
し
、
わ
れ
ら
の
解
放
者
シ
モ
ン

・
ボ
リ
ー
バ
ル
の
歴
史

的
先
例
や
、
わ
れ
ら
の
先
祖
で
あ
る
先
住
民
や
自
由
で
自
主
の
祖

国
の
先
駆
者
お
よ
び
鍛
造
者
の
英
雄
的
行
為
な
ら
び
に
犠
牲
に
な

ら
い
、
正
義
あ
る
、
連
邦
的
、
分
権
的
な
国
家
の
中
に
民
主
的
、

参
加
的
、
主
体
的
、
多
民
族
的
か

つ
複
数
文
化
的
な
社
会
を
確
立

す
る
た
あ
に
共
和
国
を
再
建
す
る
と
い
う
至
高
の
目
的
を
持

つ

(後
略
)」
(前
文
)

「
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。
先
住
民
族
言
語
も
ま
た
先
住

民
族

の
た
め
に
は
公
用
に
付
さ
れ
、
国
民
な
ら
び
に
人
類
の
文
化

遺
産
を
構
成
す
る
ゆ
え
に
、
共
和
国
全
土

に
お
い
て
尊
重
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
」
(第
九
条
)
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「国
家

は
、
先
住
民
族
お
よ
び
土
ハ同
体
の
存
在
、
そ
の
社
会
的

・

政
治
的

・
経
済
的
組
織
、
文
化
、
習
俗

・
慣
習
、
言
語

・
宗
教
を
、

同
じ
く
先
祖
伝
来
、
伝
統
的
に
占
有
し
て
き
た
土
地
、
そ
し
て
そ

の
生
活
形
態
の
保
証
な
ら
び
に
発
展
の
た
め
に
必
要
な
土
地
に
対

す
る
始
原
的
な
権
利

・
居
住
権
を
、
承
認
す
る
。

(後
略
)
」

(第

=

九
条
)

「
先
住
民
族
は
、
自
ら
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
的

・
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
宇
宙
観
、
価
値
、
精
神

の
評
価
な
ら
び
に
普
及
を
勧

奨
し
、
先
住
民
族
は
自
ら
の
社
会
文
化
的
特
性
や
価
値
や
伝
統
に

応
じ

て
、
固
有
の
教
育
な
ら
び
に
、
異
文
化
間
ー
二
重
言
語
的
性

格
の
教
育
体
制

に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。」
(第

一
二

一
条
)

[後
記
]

一
九
八
四
年
度
、
九
四
年
度
、
九
九
年
度
と
三
度

の
在

外
研
修
を
許
可
し
て
く
だ
さ

っ
た
奈
良
大
学

の
教
職
員
な
ら

び
に
学
生
、
現
地
で
の
調
査
研
究
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

っ

た
ペ
ル
ー
の
各
大
学
、
そ
し
て
教
科
書
入
手
の
便
宜
を
は
か
っ

て
く
だ
さ

っ
た
ペ
ル
ー

・
ボ
リ
ビ
ア
の
多
く
の
人
々
に
感
謝

し
ま
す
。

[注

]
(
1
)

「
ペ

ル
ー

の

二
重

言

語

教

育

の

二
類

型

」

『奈

良

史

学

』

第

五

号

、

一
九

八
七

年

。

「
ペ

ル
ー

・
プ

ー

ノ

県

の

二

重

言

語

・
二

重

文

化

教

育

あ

る

国
際

技

術

協

力

の
軌

跡

」

『
奈

良

大

学

紀

要

』

第

一
六

号

、

一
九

八
七

年

。

「変

化

の
中

の

ケ

チ

ュ
ア
語

」

『
奈

良

大

学

総

合

研
究

所

所
報

』

第

七

号

、

一
九

九

九

年

。

「
ペ
ル

ー

・

ア

ン

デ

ス
の
生

活

文

化

」
奈

良

大

学

文

学

部

世

界

遺

産

を

考

え

る
会

編

『
世

界

遺

産

学

を

学

ぶ
人

の

た

め

に
』

世

界

思

想

社

、

二

〇
〇

〇

年

。

(
2
)

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
、

下

記

の

I

L

O

の

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

を

参

照

し

た

(
二

〇

〇

〇
年

九
月

二

一
日
付

け

)。

算

8

"ミ

一
〇
一。×
.鵠
O
b
冨

一
㎝
①
刈
＼。。
2

一冥

ω
＼
轟

薮

8

.
b
一
弓
Ω

O
刈
。

そ

の

他

の
批

准

諸

国

は

、

ア

ン
。コ
ラ
、

バ

ン
グ

ラ
デ

シ

ュ
、

ベ

ル
ギ

ー

、

エ
ジ

プ

ト
、

ガ

ー

ナ
、

ギ

ニ
ア
ーー
ピ

サ

ゥ
、

イ

ン
ド

、

イ

ラ
ク

、

マ

ラ
ウ

イ
、

パ

キ

ス

タ

ン
、

ポ

ル

ト
ガ

ル
、

シ
リ

ア

・
ア

ラ
ブ

共

和

国

、

チ

ュ

ニ
ジ

ア

で
あ

っ
た
。

(
3

)

同

条

約

の
英

文

テ
キ

ス
ト

は

、

下

記

の
I

L

O

の
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に
掲

載

さ

れ

て

い
る

。

巨

8

"
＼〉
一〇
一①
×
●一}○
●o
げ
"
嵩
①
ミ

ω
自

一営

ω
＼

8

づ
己

Φ
も

=

○
一〇
刈
。

(
4

)

(
2
)

と

同

じ

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

を

参

照

し

た

。

な

お

、

の

ち

に

撤

回

し

た

の

は
本

文

中

の

ラ

テ

ン

ア

メ
リ

カ

諸

国

だ

け

で
あ

っ
た

。

(
5
)

イ

ン
タ

ー

ネ

ッ
ト

で
、

下

記

の

I
L

O

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

参

照

し

た

(
二
〇

〇

〇

年

九

月

二

一
日
付

け

)
。

巨
8

"
ま

HO
一①
×
・二
〇
●。
冨

一㎝
①
刈
＼
ω
自

号

訪
＼鑓

葭

。
①
・
巨

↓
Ω

$

。

そ

の

他

の

批

准

諸

国

は

、

デ

ン

マ
ー

ク
、

フ

ィ
ジ

ー
、

オ

ラ

ン
ダ

、

ノ

ル

ウ

ェ
ー

で
あ

っ
た

。

(
6
)

第

一
六

九
号

条

約

の
英

文

は
、

(
3

)

と

同

じ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

一78一



収

録

さ

れ

て
い
る
。

葺
8

u
＼
＼
一一〇
一Φ
×

●巨
○
.筈

"
一α
①
刈
＼
ω
需
号
房
＼

。
8

a

①
も

=

ε

①
蔓

11
Ω

①
⑩
卿

ε

①
蔓

O
ー
一①
⑩
露

。。
暮

B
一け。

日
本

語
訳
は
、
宮
崎
繁
樹

ほ
か
著

『
現
代

日
本

の
人

権
状

況

未

批
准
国
際
条

約
か
ら
考
え
る

」

(大

村
書

店
、

一
九
九

三

年
)

に
掲
載

さ
れ

て
い
る
訳
を
引
用
し
た
。

(
7
)

「子

ど
も
の
権
利
条
約

」

の
日
本
語
訳

は
、
永
井
憲

一

・
寺

脇
隆

夫
編

『解
説

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

(
日
本

評

論
社

、

一
九

九

〇

年
)

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
訳
を
引
用
し
た
。

(
8
)

ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国

の
憲
法

の
原
文
は
、
下
記

の
ジ

ョ
ー
ジ

タ

ウ
ン
大
学

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

「
両

ア
メ
リ
カ
政
治

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」

に
収
録
さ
れ

て
い
る
も

の
を
利

用
し
た
。

こ
の
紙
面
を
借

り

て
謝
意

を
表

し

た

い
。

葺
8
u
＼
＼
≦
≦
≦

・
σq
・①
○
門
σq
雲
○
≦
P

①
α
¢
＼
b
α
ぴ
9
＼

○
○
づ
ω
ひ一ε
江
○
冨

＼。

(
9
)

q
。
怨

ζ
讐

・
ω
ζ
9

.も
・
σ
§

ぴ
づ
図

σq
毎

b
・
ω
o
ε

8

ω
α
①

>
5
騨
一。
p

一⑩
⑩
斜
。
}

ミ
"
識
6
Ω
含
ミ
晦
§

p

<
○
一・

ζ

月

8

●
♪

一⑩
㊤
ω
も

℃
.
一呂

ー
器
ら
.

(
10
)

チ
リ

で
は
す

で
に
ア
ジ

ェ
ン
デ
人
民
連
合

政
権

時
代

の

一
九
七

二

年

に

「先

住
民
保
護
法
」
が
制
定

さ
れ
、
先
住

民
共
同
体

へ
の
土

地

の
返
還

が
積
極

的

に
推
進
さ
れ
た

り
し

た
が
、

一
九
七
三
年

の
ク

ー

デ
タ
ー
に
よ
り
同
政
権
が
倒
れ
、

一
九
七
九
年

に
は
同
法

は
廃
止

の

憂
き
目

に
あ

っ
た
。

し
か
し
、

一
九
八
九
年

に
は
民
政
移

管

が
実

現

し
、

現
在

で
は
新
し

い

「
先
住
民
法

(ピ
①
図
冒
臼

σq
Φ
8

)
」

が
制

定

さ
れ

て
い
る
。
同
法

の
第

四
編

「
先
住
民

の
教
育

お
よ
び
文

化
」

の

中

の
第

三
二
条

は
、
次

の
よ
う

に
規
定
し

て
い
る
。

「
[先

住

民
発

展

(
11
)

(
12
)

全
国
]
組
合

は
、
先
住
民
人
口
の
稠
密

な
地
帯

で
は
、
国

家

の
当
該

機
関
な

ら
び
に
サ
ー
ビ

ス
局
の
協
力

を
得

て
、

二
重

言
語
"
異

文
化

間
教
育

シ

ス
テ
ム
を
発

展
さ
せ
る
。

そ
の
目
的

は
、
先
住

民
学

童

が

自

ら
の
出
自
社
会

に
お
い

て
も

グ

ロ
ー
バ

ル
社
会

に
お

い

て
も

適
切

な
様
態

で
成
長

で
き
る
よ
う
に
彼

ら
を
準
備
す

る
こ
と

で
あ

る

(
後

略
)
」
。
な
お
、

チ
リ
の
先
住
民
法

の
原
文

の
入
手

に

つ
い
て
は
、

畏

友

の
千
葉
泉
氏

の
協
力
を
得

た
。

ブ

ラ
ジ

ル
の
先
住
民
族

に
関
連
す

る
法
律

に

つ
い
て
は
、

一
九
八

八
年
憲
法

の
当
該
条
項
を

は
じ
め
、

イ

ン
デ

ィ
オ
基
本
法

な
ど

の
翻

訳

・
紹
介
が
、
国
会
図
書
館

に
よ

っ
て
行
な
わ
れ

て
い
る
。

本
稿

で

の
翻
訳

で
も
、
国
会
図
書
館

(山
田
敏
之
)

に
よ
る
訳
を
参
照
し
た
。

『
外
国

の
立
法
』

(国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
)
第

三

二
巻

二

・
三
号

(
一
九
九
三
年
)
、

二
八

二
ー
三

一
九

ペ
ー
ジ
。

な
お
、

こ
の
号

に
は
、
ブ

ラ
ジ

ル
の
他

に
、

チ
リ
と

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
に

つ
い

て
も
解
説
が
あ
り
、
特

に
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の

「
先
住
民
政
策

お

よ
び

先
住
民
共
同
体

の
援
護

に
関
す

る
法
律
」

(
一
九

八
五
年

)

の
日
本

語
訳

(
山
田
敏
之
訳
)
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
先
住
民
族

に
関
す
る
改
正
案
は
、

一
九
九
九
年
五
月

一
八

日

付

け
の

「
℃
奉
目
ω
鋤
ピ
一σ
話
」
紙

に
よ
れ
ば
、

一
九
九

九
年

五
月

一

六

日
の
国
民
投

票

に
よ
り
僅
差

で
否
決
さ
れ
た
。
賛
成

の
三
二
万

七

八

五
四
票

に
対
し

て
、
反
対
が
三
六
万
六
五
九

一
票

で
あ

っ
た

(ジ

ョ
ー

ジ
タ
ウ

ン
大
学

「
両

ア
メ
リ
カ
政
治
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

に
よ
る
。

津

①
"
＼＼
〉
"
/
日
国
ζ
勺
/
奉
h
㊤
⑩
.葺
3

)
。

な

お
、

グ

ア

テ

マ
ラ
に
お
け
る
先

住
民
族
言
語
を
め
ぐ
る
状
況
に

つ
い
て
は
、

太
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(
13
)

(
14
)

田
好
信

「
未
来
か
ら
語
り
か
け

る
言
語

中
米

グ

ア
テ

マ
ラ
に
お

け
る

マ
ヤ
系
言
語
と

マ
ヤ
運
動

」

『
思
想

」

第

九
〇

二
号

(
一

九
九
九
年
)
が
興
味
深

い
視
点
を
提
供

し
て

い
る
。

ハ
イ

チ
の
ク
レ
オ
ー
ル
語

は
、
厳
密

に
は
先
住
民
族
言
語

と

は

い

え
な

い
が
、
先
住
民
族
が

ほ
ぼ
絶
滅

さ
せ
ら
れ
た
あ
と

に
砂

糖

プ

ラ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
大
量

の
黒
人
奴

隷
が

ア
フ
リ
カ
か
ら
導

入
さ

れ

た

カ

リ
ブ
海
域

に
お

け
る
二
言

語
使

用

の
代
表
例
と
し

て
こ

こ
に
掲
げ

て
お
く
。

ペ
ル
ー
の
現
行
憲
法

の
前

の

一
九
七
九
年
憲
法

の
規
定

を
参

考

ま

で
に
掲
げ

て
お
く
。

「
国
家
は
、
土
着
語

の
調
査
研
究
を
奨

励
す

る
。

ま

た
国
家

は
、

ケ
チ

ュ
ア
、

ア
イ

マ
ラ
、
な
ら
び

に
そ
の
他

の
土

着

の
共
同
体

が
彼

ら
自
身

の
言
語

に
よ

っ
て
初
等
教
育
を
受

け

る
権

利

を
保

証
す

る
」
(
第
三
五
条
)
。
「
ス

ペ
イ

ン
語

が
共

和
国

の
公
用

語

で
あ
る
。

ケ
チ

ュ
ア
語
と

ア
イ

マ
ラ
語
も

ま
た
、
法
令

が
規

定
す

る

ゾ

ー

ン
な
ら
び

に
形
態

に
よ

っ
て
公
的

に
使

用
さ
れ
る
。

そ

の
他

の

先
住
民
諸
語
も
ま

た
、

国

民

の
文
化

的
資

産

を
形

成
し

て
い
る
」

(
第
八
三
条
)
。

一
九
七
九
年
憲
法

の
原
文

は
、

ζ
霞

9
巴

園
ζ
豆
ρ

℃
ミ

9
8
き

6
ミ

貯

8

蕊

ミ

§

執9

b
鳴
、
§

蓉

(
=

B
p

ζ
Φ
。。
p

幻
①
α
o
コ
α
p
国
9
こ

一⑩
。。
G。
)

に
収
録

さ
れ

て
い
る
。
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